









































































































Leprosy Review の 11 巻 1 号（1940）のアフリカ特集，
ま た International Journal of Leprosy の 12 巻 1 号
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（Nwankwo 2015a2-1-4）という。そのほかフラニ語
の中部・東部方言フルフルデ語では，ceppam
（Bautista 19912-1-5）， ま た ɓanndujam，ɓanndu 

































































と え ば Leprosy Review の 7 巻 4 号（1936）2-1-12 に
は 1930 年当時，また Bland（1952）2-1-13 には 1951
年当時におけるそのリストが掲載されている。
1900 年代から 1940 年代にかけて，これらの療養
所また病者の様子を記した文章が数多くある（た
と え ば，Tonkin 19022-1-14，Ramsay 19282-1-15，
Macdonald 19332-1-16，Howard 19362-1-17，Brown 








　近年の有病率等については Udo et al（2013）2-1-25










































yare kokoo（yare は病気，kokoo は赤い，よって赤
い病気）や mekura me dua mu（dua は木ないし棒
という意）（Yankah 20092-3-1），mekura dua mu（同
上）や kuntunsini（棒ないし杭の意）（Nketiah 
20112-3-2）， さ ら に は mifuaduam，fawohok cdi，
kcdwarebєdiwodeє，kyirahemfie（Warren 19782-3-3）
といった表現もある。これらのうち Warren の記
した mifuaduam と Nketiah の記した mekura dua 



















は pitsi という語が用いられる（Pollitzer 20052-3-6）。




























































kùwú（kùwú kìmé は紅斑のあるハンセン病，kùwú 
























語で wicir ber という。これらのうち，banaba と
wicir ber はいずれも「大きい病気」という意味だ
という。またドゴン語では gúmbì ùrù（gúmbì は
ハンセン病者，ùrù は病気），ùrù bây（bây は大き
い）というらしい。あるいはソニンケ語の辞書
（Asawan - Fier de la langue soninké 2-6-2）によれば，
英語 leprous にあたる語は saafī，leper にあたる
語は saafīnte，leprosy にあたる語は mexe （汚れの




述したアカン語の yare kokoo と同じ発想かもしれ
ない。
　フランス生まれの医師・生物学者エミール・マ
ルソー（Émile Marchoux）が 1931 年に首都バマ
コに「ハンセン病中央研究所」（Institut Central de 
la Lèpre de lʼAfrique Occidentale Française） を 設
立し（マルソーの死後にマルソー病院 Institut 
Marchoux と改称され，さらに Centre National dʼ






























病は ngaana，同病者は gaana というが，Fassin




























でハンセン病は azɔnvɔ，gudù という（Le Fongbe 
du Bénin2-8-2）。またグベ語 Gbe では zɔkponɔ とい



















































































































































カ ゲ の 説 明 と し て ʻa lizard with a knobby tail, 
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et al（2015）4-1-2 は， 北 西 部 ソ コ ト 州 の leprosy 































































ることを示した。また Bello et al（2013）4-1-8 は，ガー
ナ南部の 3 つのハンセン病療養所に住む，障害の
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　あるいは van de Weg et al（1998）4-2-2 はナイジェ
リア北東部でハンセン病者 60 名（外来患者 49 名，


















カメルーンにおけるそれがある（Nsagha et al 
20094-2-4，Nsagha et al 20114-2-5）。Nsagha et al は，
ハンセン病発生率の高い北西州（ナイジェリアに
隣接）で，ハンセン病者 138 名（治療中の者 34 名，


















































　また van de Weg et al（1998）4-2-2 はナイジェリア















Nwosu & Nwosu（1997）4-3-1 である。彼らは，診療
所で治療を受けているハンセン病患者 53 名（男


















続いて，Nwosu & Nwosu（2002）4-3-2 は，ナイジェ
リア南部の診療所で治療を受けているハンセン病











　ナイジェリア以外での研究としては Sylla et al




規則通院の病者 36 名と規則的通院の病者 50 名に
アンケートを行い，前者は「治ったと思ったため」
受療を休みがちになることを見出した。





療に的を絞った研究としては Ebenso et al（2009）4-3-4
によるそれがある。彼らはナイジェリア中西部
（Kwara 州 Okegbala）の，潰瘍を予防するセルフ



































セン病者 293 名（男性 162 名，女性 131 名。治療
修了者 62 名を含む。ハウサ・フラニ人＝イスラー
















見なすことを記した。また Peters et al（2002）4-5-2 は，
ナイジェリア南東部の 1988-1997 年の病院患者記




　Varkevisser et al（2009）4-5-3 は，ハンセン病患者
の性比に地域差がある（アジア諸国では女性より
男性，アフリカでは男性より女性が多く登録）ら














































大切であるとした。さらに Ayanniyi et al（2013）5-1-3 は，
ナイジェリアの 6 地政学的地域の公的病院の，仕





















イジェリア南部の大学 4 校の理学療法学生 63 名
（男性 36 名，女性 27 名。ヨルバ人 49，イボ人 9 名，

























integration）」 と 呼 ば れ て い る（Iyor 20065-2-1）。
Iyor（2010）5-2-2 は，この逆統合の行われているナ
イジェリアの病院の，ハンセン病以外の病気の患
者 119 名（ティブ人 71 名，イボ人 7 名，ハウサ
人 5 名，ヨルバ人 2 名，その他 34 名。キリスト
































































































































































綜述． 『社会情報学研究』（大妻女子大学紀要 . 
社会情報系），25: 31-48.
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57若林：西部アフリカにおけるハンセン病に関する心理社会研究と健康教育研究
Psychosocial Research and Health Education Research into 
Leprosy in West Africa: A literature review
YOSHIFUMI WAKABAYASHI
School of Social Information Studies, Otsuma Women’s University
Abstract
In order to investigate how best to proceed with future psychosocial research and health 
education research into leprosy, or Hansen’s disease, I carried out a survey of studies and 
research in the same field that have been conducted in West Africa.
I made a proposal for the promotion of research as follows in light of this survey. That is, in 
terms of persons to be studied, research targeting affected women and the families of the affected 
persons; in terms of methodology to be adopted, research based on documents written by or 
stories told by affected persons themselves and research comparing such persons in different 
societies; in terms of themes to be addressed, research revealing their more inner conditions, 
follow-up research focusing on the changes of their psychosocial conditions, research of the 
process by which such persons overcome the leprosy-related stigma and psychological problems, 
research relating the psychological support to such persons, and research analyzing their 
psychosocial conditions in light of the systems and norms of the societies they belong to, as well 
as basic research on the living condition of the affected persons. Moreover, I stated it is also 
desirable to have research on the psychosocial problems facing medical and health care workers 
involved with leprosy-affected persons.
In addition to these, I stated it is worthwhile to have research on the way leprosy-affected 
persons as described in the oral traditions, such as proverbs and folktales.
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